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理科における個別と協働の
一体的な授業の具体



なぜ 「個別最適な学び」「協働的な学び」が
求められるのか？

2

＜指導の個別化＞ ＜学習の個性化＞

自立した学習者

個別最適な学び

学習指導要領で示す資質・能力の育成

協働的な学び

支援が必要な子供に，
より重点的な指導
特性や学習進度に応じ，
指導方法・教材等の
柔軟な提供・設定

興味・関心等に応じ，一人一人に応じた学習活動や
学習課題に取り組む機会を提供

異なる目標に向けて、学習を深め、広げることを意味し、
その中で自らどのような方向性で学習を進めていったら
良いかを考えていくことなども含む

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

探究的な学習や体験活動等を通じ

子供同士で，あるいは多様な他者と

協働する

HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 



子供の学びの
現状
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令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査結果
今後の教育課程、学習指導及び
学習評価等の在り方に
関する有識者検討会（第13回）

ペーパーテスト調査等の概要

● 調査実施校:小学校 1,170 校 実施児童数 120,378人(延べ数)

※1教科1問当たり、3,000人程度の調査結果を得ることができるよう、調査対象を無作為抽出した。

● データを見るにあたって

〇「1. 主な改訂のポイント」「2. 学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題」

「3.  2の成果と 課題を踏まえた改善の方向性」「4 .調査問題例」の4構成と

「4」に対応する 問題を別紙(問題例)で添付。

〇「2.学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題」中の赤字部分は

「相当数の児童ができている」 もの、青字部分は「課題があると考えられる」もので、

下線が付されているものは、「4.調査問題例」及び別紙において問題例(質問項目例)が

示されている。

※実技調査については、対象教科(図画工作、家庭、体育(運動領域)、外国語(英語)のペーパーテスト調査を実施する
抽出校の中から調査を実施する学校を抽出。(1教科当たり350人程度:10校程度)



5

令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査結果
今後の教育課程、学習指導及び
学習評価等の在り方に
関する有識者検討会（第13回）
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令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査結果
今後の教育課程、学習指導及び
学習評価等の在り方に
関する有識者検討会（第13回）

差異点や共通点が明らかな状況において、問題を見いだし、その問題を選択することについては、
相当数の児童ができている設問がある

正答 ２ 【通過率 87.9%】

HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 
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令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査結果
今後の教育課程、学習指導及び
学習評価等の在り方に
関する有識者検討会（第13回）

得られた結果から、より妥当な考えをつくりだし、その考えを選択することについては、
相当数の児童ができている設問がある

正答 ３ 【通過率 83.2%】

HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 
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令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査結果
今後の教育課程、学習指導及び
学習評価等の在り方に
関する有識者検討会（第13回）

差異点や共通点が明らかな状況において、問題を見いだし、その問題を表現することについては、
課題があると考えられるが、学年が上がるにつれて通過率が上がる傾向にある

HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 

第3学年【通過率 30.0%】 
第4学年【通過率 44.2%】
第5学年【通過率 44.2%】
第6学年【通過率 49.8%】

正答例

 ・豆電球の数によって、豆電球の明るさはどのように変わるの
だろうか。 

・豆電球をより明るくするには、どのようなつなぎ方にすればよ
いのだろうか。 

・何度やっても正子さんのつなぎ方は、豆電球が明るくなるの
だろうか。 批判的思考型（再現性）

目的達成型

現象説明型
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令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査結果
今後の教育課程、学習指導及び
学習評価等の在り方に
関する有識者検討会（第13回）

差異点や共通点が明らかな状況において、問題を見いだし、その問題を表現することについては、
課題があると考えられるが、学年が上がるにつれて通過率が上がる傾向にある

HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 

(2) 観察，実験などを行い，問題解決の力を養うこと

児童が自然の事物・現象に親しむ中で興味・関心をもち，そこから問題を見いだし，予想

や仮説を基に観察，実験などを行い，結果を整理し，その結果を基に結論を導きだすと

いった問題解決の過程の中で，問題解決の力が育成される。小学校では，学年を通して育

成を目指す問題解決の力を示している。

第３学年では，主に差異点や共通点を基に，問題を見いだすといった問題解決の力の育成

を目指している。この力を育成するためには，複数の自然の事物・現象を比較し，その差

異点や共通点を捉えることが大切である。

小学校学習指導要領
（平成29年告示）
解説理科編 P.17

例えば，見いだした問題について意見交換や議論したり，ノートやICT端末に記録したりするといった活動の充実を図る

「個別最適な学び」「協働的な学び」を一体的に充実を図る視点で。他には・・
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令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査結果
今後の教育課程、学習指導及び
学習評価等の在り方に
関する有識者検討会（第13回）

複数の要因についてその影響を調べる状況において、条件を制御しながら解決の方法を発想し、
その解決の方法を選択することについては、課題があると考えられる

HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 

(2) 観察，実験などを行い，問題解決の力を養うこと

児童が自然の事物・現象に親しむ中で興味・関心をもち，そこから問題を見いだし，予想
や仮説を基に観察，実験などを行い，結果を整理し，その結果を基に結論を導きだすと
いった問題解決の過程の中で，問題解決の力が育成される。小学校では，学年を通して育
成を目指す問題解決の力を示している。

第５学年では，主に予想や仮説を基に，解決の方法を発想するといった問題解決の力の育

成を目指している。この力を育成するためには，自然の事物・現象に影響を与えると考え

る要因を予想し，どの要因が影響を与えるかを調べる際に，これらの条件を制御すると

いった考え方を用いることが大切である。

小学校学習指導要領
（平成29年告示）
解説理科編 P.17

例えば，発想した解決の方法が予想や仮説に正対しているかや，観察，実験の結果の見通しをもつ場面を設定したり，得

られた結果を見直し，再度，観察，実験を行ったり，必要に応じて解決の方法を修正したりする場面を設定する。

「個別最適な学び」「協働的な学び」を一体的に充実を図る視点で。他には・・



第３学年 第４学年 第５学年 第６学年

自然の事物・現
象の変化や働き
についてその要因
や規則性､関係
を推論する能力

変化させる要因と
変化させない要
因を区別しなが
ら､観察､実験な
どを計画的に行っ
ていく条件制御の
能力

自然事物・現象
の差異点や共通
点に気付いたり､
比較したりする能
力

自然の事物・現
象の変化とその
要因とを関係付
ける能力

予想や仮説など
を基に､解決の方
法を発想する力

差異点や共通
点を基に､問題を
見いだす力

既習の内容や生
活経験を基に､
根拠のある予想
や仮説を発想す
る力

より妥当な考えを
つくりだす力

考
え
方

問
題
解
決
の
力

問題の見いだし 仮説設定
観察・実験の

立案
観察・実験の

実行
結果の整理，

考察
結論の
導出

問
題
解
決
の
過
程

各学年で主に育成を目指す問題解決の力と考え方

小学校理科において育成を目指す問題解決の力
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令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査結果
今後の教育課程、学習指導及び
学習評価等の在り方に
関する有識者検討会（第13回）

習得した知識を日常生活との関わりの中で捉え直すことについては、課題があると考えられる

HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 

第４章 指導計画の作成と内容の取扱い

１ 指導計画作成上の配慮事項

(1) 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

「深い学び」については，例えば，「理科の見方・考え方」を働かせながら問題解決の過
程を通して学ぶことにより，理科で育成を目指す資質・能力を獲得するようになっている
か，様々な知識がつながって，より科学的な概念を形成することに向かっているか，さら
に，新たに獲得した資質・能力に基づいた「理科の見方・考え方」を，次の学習や日常生
活などにおける問題発見・解決の場面で働かせているかなどの視点から，授業改善を図る
ことが考えられる。

２ 内容の取扱いについての配慮事項

(5) 主体的な問題解決の活動の充実，日常生活や他教科等との関連など

児童が主体的に問題解決の活動を行う中で，既習の内容や生活経験を基に，根拠のある予想や仮説を発想したり，
学習の成果を日常生活との関わりの中で捉え直したり，他教科等で学習した内容と関連付けて考えたりすること
で，学習内容を深く理解することができるようになる。さらには，学習したことを日常生活との関わりの中で捉
え直すことで，理科を学習することの有用性を感じることができ，学習に対する意欲も増進する。そのため教師
は，各教科等の内容について「カリキュラム・マネジメント」を通じての相互の関連付けや横断を図り，必要な
教育内容を組織的に配列し，関係する教科等の内容と往還できるようにすることが大切である。

小学校学習指導要領
（平成29年告示）
解説理科編 P.91．97



個別最適な学びと
協働的な学び

概念化
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概念化の意味するところ

「何を理解しているか、何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得）

学習の過程を通して個別の知識を学びながら，そうした新たな

知識が既得の知識及び技能と関連付けられ，各教科等で扱う

主要な概念を深く理解し，他の学習や生活の場面でも活用で

きるような確かな知識として習得されるようにしていくこと。

知識

知識知識

小学校学習指導要領解説 総則編 P.34

（再）
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習得した知識を日常生活との関わりの中で捉え直すことについては、課題があると考えられる

例えば，事実的な知識の習得にのみならず，様々な知識がつながり，より科学的な概念を形成することにより，学習内容を

深く理解することができるようにする。

トピック
（学習問題）

特定の人々，場所，状況，物に関する一連の事実の枠組み
【例】アマゾンの熱帯雨林の生態系

事 実
（知識）

概 念
（一般化）

人，場所，状況，物の具体例，転移しない
【例】アマゾンの熱帯雨林は，密な生態系をつくりだす

トピックから引き出された「思考の構築物」
普遍的，抽象的，転移可能
【例】システム・秩序・価値

生物は生き残るために環境の変化に適応する

HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 

「思考する教室をつくる概念型カリキュラムの理論と実践」 2020,北大路書房 を基に作成

概念化
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概念ベース(メタで概括的な概念や本質的な問いを明示することで、

個別的なトピックや概念を統合的に扱えるようにする)による内容の整理と

単元目標や領域目標の意識化(「見方・考え方」に続き、

各教科の本質を問う作業を促しつつ、教科書の目次の章立ての大くくり化へ)

「主体的・対話的で深い学び」において

自ずと「個別最適な学び」が組み込まれ、

複線化された学びが交差し対話する機会として

「協働的な学び」も位置づけられる。

知識習得は精度・難度を緩和。 

文部科学省「今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方に
関する有識者検討会」（第4回）石井委員提出資料より

今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方についての議論から

（再）概念化



□ トピック：状況や物に関する一連の事実の枠組み。単元の文脈に依存。
例：粘土の形を変えたときの重さ

□ 事実：状況，物の具体例。転移しない。
例：粘土を丸めても重さは変わらない，

  アルミ箔を細かくしても重さは変わらない

□ 概念：トピックから引き出された「思考の構築物」 転移する
例：保存性，粒子

□ 一般化：概念的理解：複数の概念の関係を明文化したもの。
転移可能
例：物は形を変えても重さは変わらない

■ 概念的思考：「事実とスキル」（知識及び技能）をツールとして使い，関連付け，批判的な検証，深く転移可能な理解

■ 相乗的思考：低次の思考（事実とスキル）と高次の思考（概念）の間で起きる認知的相互作用で，
より深い転移可能な理解と，学習意欲の向上をもたらす
 ⇒ この相乗作用が起こるように設計された指導モデルが不可欠

19

上位
概念の
形成

質量保存 → エネルギー保存

概念化
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内閣府 総合科学技術・イノベーション会議 教育・人材育成ワーキンググループ（第6回）資料

多様性を重視した教育・人材育成 （再）



「思考する教室をつくる概念型カリキュラムの理論と実践」 2020,北大路書房 を基に作成
HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 21

学習問題 事実の枠組みの中での解決を目指すテーマ
【例】アマゾンの熱帯雨林の生態系

事 実
（知識）

概 念
（一般化）

人，場所，状況，物の具体例，転移しない
【例】アマゾンの熱帯雨林は，密な生態系をつくりだす

トピックから引き出された「思考の構築物」
普遍的，抽象的，転移可能

【例】システム・秩序・価値
生物は生き残るために環境の変化に適応する

大くくりの学習問題の意味するところ

大くくりの
学習問題

トピック：特定の人々，場所，状況，物に関する一連の事実の枠組み
【例】生態系

学習問題

事 実
（知識）

学習問題

事 実
（知識）

（再）
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概念ベースの内容の整理の萌芽
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概念ベースの内容の整理の萌芽



個別最適な学びと
協働的な学び

複線化



HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 

これからの授業を構想するにあたって

25

概念ベース(メタで概括的な概念や本質的な問いを明示することで、

個別的なトピックや概念を統合的に扱えるようにする)による内容の整理と

単元目標や領域目標の意識化(「見方・考え方」に続き、

各教科の本質を問う作業を促しつつ、教科書の目次の章立ての大くくり化へ)

「主体的・対話的で深い学び」において

自ずと「個別最適な学び」が組み込まれ、

複線化された学びが交差し対話する機会として

「協働的な学び」も位置づけられる。

知識習得は精度・難度を緩和。 

文部科学省「今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方に
関する有識者検討会」（第4回）石井委員提出資料より

今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方についての議論から

（再）



「学習の個性化」のレベル感

26 HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 

『小学校理科と個別最適な学び・協働的な学び』
鳴川哲也・塚田昭一編著，東洋館出版



「学習の個性化」のレベル感

27 HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 

教科

単元

小単元
（次・学習問題）

予想・方法

深い
学び

対話的な
学び

主体的な
学び

教科固有の
見方

領域固有の
見方

考え方

学習の個性化のレベル

（再）



「学習の個性化」のレベル感

28 HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 

深い
学び

対話的な
学び

主体的な
学び

教科固有の
見方

考え方

橋本先生
学習指導案より



「個別最適な学び」と「協働的な学び」におけるICTの活用



活動のきっかけ

活用へ

「個別最適な学び」と「協働的な学び」におけるICTの活用

疑問
問い 問題１

結果

考え

予想 予想

問題２

方法 方法方法 方法

予想

考え 考え

観察・実験

事
実

解
釈

生活経験
既習内容

話し合い
ホワイトボードの活用

事象との
かかわり

結果 結果

結論

生活経験や
既習内容
との関係付け

事象と事象との比較
事象と生活経験・既習
内容との比較

多様な考え
↓

グルーピング
話し合い

再実験屋台方式

対 話 対 話

対 話 対 話

対 話

協働的な学び

妥当性の
検討

個別最適な学び
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資
質
・
能
力

他の人はどんな
予想なのかな？

あとから考えを
説明するために
実験の様子を
記録しておこう

他のグループは
どんな結果だった

のかな

他の人はどんな
方法なのかな？

他の人は
どんな考えを

導き出したのかな

現状では，ここまで活用できれば…

（再）



HOKKAIDO UNIVERSITY OF EDUCATION 

教育DX

31
内閣府 総合科学技術・イノベーション会議 教育・人材育成ワーキンググループ（第6回）資料

（再）「個別最適な学び」と「協働的な学び」におけるICTの活用



ふりかえり活動の充実



「本時の目標」

「問題・課題」

「まとめ」

「ふりかえり」

「問題・課題」＝本時で考える内容
例：池のメダカは何を食べて生きているのだろうか

「めあて・目標」＝指導案上の目標
    例１：顕微鏡を正しく操作し観察しよう

 例２：池のメダカは何を食べて生きているのか考えよう

「まとめ・結論」＝問題・課題に対する答え

例：池のメダカは水中の小さな生物を食べて生きている

「ふりかえり」＝めあて・目標に照らし合わせて
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（再）
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令和元年度
鳥取県小学校教育研究会理科部会研究大会
大山町立大山小学校 景山教諭

目標
めあて
評価規準

Ａ及びＣ基準の
児童への手立て

の一致

（再）
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めあてに対しての
ふりかえり

（再）



特徴的な子供の
学習状況を確認する

子供全員の学習状況を
記録に残す
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形成的評価の充実

形成的評価
formative assessment

総括的評価
summative assessment

学習のための評価
assessment for learning

●学習支援や改善が目的

●子供の学習と関連付けて進める

▲子供の学習の到達度合いを判断することにとどまっている
学習支援や改善につながらない教師の評価行為

◎学習改善のための情報が教師から提供されたとしても，
それを子供が理解し，それを生かす行動を行わない限り，
形成的評価の目的を達成することができない 

(Sadler,1998)

●学習支援や改善が目的ではない
●学習の成果を客観的に評価し，提示する

学習の評価
assessment of learning 学習としての評価

assessment as learning

縦断的
個人内評価
student-referenced 

judgement

フィードバック
feedback

振り返り
reflection

子供の主体性を
不問にした評価論

指導改善≠学習改善

●子供自身が学習を振り返り，改善できる力を育成

子供の学習改善や
教師の指導改善に

生かす

（再）



単元の指導計画における観点別評価の位置付け

37

小学校３年理科
「太陽と地面の様子」
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子供が「わかったこと」で振り返ることから脱却するには

記述の際に，子供にとってわかりやすい振り返りの視点を与えて記述させる

学年 思考力・判断力・表現力等 振り返りの視点例

３年
主に差異点や共通点を基に，
問題を見いだす

（学習内容）について，
どのような気付きや疑問から，問題をつかむことができましたか。

４年
主に既習の内容や生活経験を基に，
根拠のある予想や仮説を発想する

（学習内容）について，問題について予想するとき，
どのような内容をもとにしましたか。

５年
主に予想や仮説を基に，
解決の方法を発想する

（学習内容）について，予想を確かめる方法を考えるとき，
どのようなことに気をつけましたか。

６年 主により妥当な考えをつくりだす
（学習内容）について，（観察，実験，調べた）結果から，
どのような手続きで考えをまとめましたか。

小学校理科の例

形成的評価の充実 （再）



友達と共に日なたと日陰の温度や湿り気を体感し，そ

こから見通しをもって調べようとしたり，学習したことを

影ふみだけでなく，さらに植物の置き場所に結び付け

たりすることができたため「Ａ」と評価した。 

思考・判断・表現

第３時では検証可能な問題を見いだすことができたが，

第７時においては自然の事物・現象を基にしているも

のの，見いだした問題が検証可能なものではなかっ

たため「Ｂ」と評価した。 

主体的に学習に取り組む態度
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思考・判断・表現は「B」

３時間目より重視

単元の指導計画における観点別評価の位置付け 小学校３年理科
「太陽と地面の様子」



単元の指導計画における観点別評価の位置付け

40

橋本先生
学習指導案より



単元の指導計画における観点別評価の位置付け

41

橋本先生
学習指導案より



資質・能力の
育成の状況

概念化
複線化

個別最適な学び・協働的な学び

  山 中  謙 司
yamanaka.kenji@a.hokkyodai.ac.jp

 

  山 中  謙 司
yamanaka.kenji@a.hokkyodai.ac.jp

研究室直通 TEL/FAX.0166-59-1347
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